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本邦に k ける西欧系カブ品種の分類
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Takashi AOBA : Classification of the European-type Varieties of Turnip in Japan 
カプの分類については Sinskaja女奥の詳細な研究1めがあるが，これによると本邦のカ
ブは金縁無毛の日本カブ群として 7群のう ちの1つにあげられている.又Yarnel1民は最
近の著書23)に於いてカプを WesternEuropean groupとAsiaticgroupの2群と Russian，
Asia minor， Afghan lndian及び Japaneseの4亜群に分類している.
叉最近渋谷氏等はカブの種皮の表皮型には 2つの型があり，西欧系カプはB型，日本系
カプはA型であること を見出し 9)，この点から，我国で栽培されるカプ品種はその中に2，
3の西欧系品種及び中間型品種も存在するが大多数の品種は日本群に属するものであるこ
とを確認した10)
元来カプは本邦における栽培廃も古く，従って全国各地に土着の地方品種が見られてい
る.このうち現在広く各地に栽培されるものは西日本系の品種で，従ってそれらの特性等
についても一応調査されの13)17)18)，これらはすべて日本カブ群に属することが知られてい
るが，東日本，特に東北地方の地方品種については従来検討されたところが少ない.この
意味から東北地方各地に古くから栽培されて来たカブ在来種につき調査した結果，これら
は西欧系品種で，所調日本カブ群には入らぬものであることを認めため.
その後更に東北j中部及び北陸地方の在来種，並びに既に明らかにされている西欧系品
種6)を調奈した結果，本邦におけるカプの品種分布についての従来の考えを再検討する必
要のあることが感じられた.
本報はその基礎資料として本邦各地，特に東日本に土着する西欧系品種の分布と相互の
類縁関係を調査検討したものである.
本調査に際しては関係各所の理解ある御協力を戴いた.ここに深謝する.
1.本邦における西欧系カブ品種の来歴，特性及び栽培状況
課査にあたり，品種の特性は鶴岡市農学部の農場にて同時に栽培して調査を行ったほ
か，努めて現地産のカブを取寄せて調査した.叉各品種の来歴，現状，利用法等は現地踏
査のほか，摩地の識者より聴取した.
以上の方法で調査した結果は第 1，2表の通りである .拘束日本の在来カブは種皮型が
総てB型或はA，B両型種子の混在しているもので，皆西欧系に属するもの或は西欧系の
影響をうけたものであった.但し本調査には明治以後導入されたもの，及びその馴化種
(例えば小岩井カブ，漆山カプ等)及び西日本系の培養品種は除外し，日本群その他のもの
との中間型の品種と思われるもので種皮型がB型のものは西欧系品種に包含させた.
以下これら主要品種の来歴，現況，特性，栽培法等の概要を記載する.但し既に広く知
られている品種については記述も努めて簡略にした.
*農学部閤芸学研究室 (Laboraωryof Horticulturも Facultyof Agriculture) 
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品種，¥ 目| 取
系統名。 I 先 l種間l翠|四色|草姿|晶画備 考
温海 山形県西田川郡温海町一霞 B 1.7g 踏紫赤 開
*藤沢
山形 県鶴東筑岡田摩市川湯郡羽田黒川藤町役手場
沢
向
B 1.6 ，グ グ
*手向 B // グ
開回 長野 西 開田 B 2.3 紫紫褐赤
柏、開
木曾紅 タキイ種苗 B // 
*飛騨入賞 岐阜県高山市農協 B 3.2 dグ F 
*飛騨紅 dグ B 2.9 
淡字程緑紫赤赤
樹立立木引 長崎県(九州幾試園芸部) B 
長崎赤
jzj 
B(A) 2.4 // 
平日多国 B 2.6 グ F 
戸矢 佐賀県(九州差是試園)1¥芸部) B(A) 2.2 F 。*藤沢長 山形県鶴岡市湯田 藤f尺沢 B 1.5 i宿紫紫赤赤 開
*牛→寸ーぷ 努野 山形県北村山郡尾花普及所 B 1.8 梢立内 F B 1.9 グ dグ
*肘 折 山形県最上郡肘折 B 3.0 グ F 
*南 山 F B 3.1 
淡暗紫紫赤赤
p 
*人参
岩長手野県二古戸野郡外(l九福f差州試岡農町園試(芸岩園部手芸)農部試)) 
B 2.2 グ
諏訪紅 B 3.2 立
木曾 莱
長野府富井岡喜県市 {九
B 2.1 F 4グ
鳴沢菜 甲 市販j九州長試問醐iB 3.2 淡紫赤 d 
稲扱 菜
松 市官'" 版 (、 グ B 2.9 // 
dグ
野沢菜 長 。 B 2.6 グ d 
郡内 莱 静 土町市販( / B 3.5 グ p 
木山田 青内 福 。 B 2.3 緑 梢開
昔話グEZ総商I額 (e 市役所) B(jA)  2.8 グ dグ金沢 2.8 // ，グ*遠山 A(B) 3.2 グ グ
金町小 タキイ種 B 1.5 淡緑 グ
東京長 市販品 B 3.5 グ 立*曲 J尺 秋田県由利郡矢島協普及所 // 2 
遠野 岩手県遠野市長 B 2.5 グ F 
幕坪
岩山手形県岩南手村農山部試蔵王(山形農試 B 3.1 
グ F 
l笥湯 B 2.8 グ // 
備考 種皮型(A)はA型種子を混入するもの*は従来記載を見ないもの
温海カブ
十 焼畑栽培あり
グ '/ 
2 dグ
F 以前あり
グ
グ
F 
オ十
十件
4十
// 
+ 焼畑栽培あり
4十 F 
p グ
F F 
，グ // 
十
グ
-H 
グ
+ 
d 
// 
4十
十十 焼以前畑栽あ培りあり
グ F 
F グ
ヌド種の来歴 特・性等は既に報告した1) 要するに本種は極めて古い品種で，山形県下で
は主に焼畑に栽培されているが，更に新潟県北部地方に造広く栽培されている8)
本種は代表的な西欧型赤詳しカフ与で，毛茸多く開張性で， Cyanin系色素を皮膚中及び中心
部附近に含み鮮かな紫赤色を呈する.
倫根形は柏扇平な球形であるが，産地
により形は若干異り，湯田JIの藤沢カ
ブや羽黒町手向附近の手向カブは他の
形質は本:種と殆んど同様であるが棋は
特長味をもっている.
開田カブ
長野県西筑摩郡開岡村特産の カブで
産地 の部落名より末川カブと も称さ
れ13)，木曾の名産物となっている.現
在の耕作面積は 2町歩前後に過ぎぬが，
種子は都内一円及び 彦 線市に移出さ
れ，叉明治初年には相当多量の種子が 第1図開回カブ
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第2表本邦土着西欧系カプ品種の特性 其の 2
、項| 棄 の特性 | 根 の 特 性
員譲治 \目|欠刻 [大小| 望書 I~華院の他特性| 形 |大小l地上部色!地下部到着色 組織
扇球 中 l渚紫赤 紫赤 皮層及び中心柱
藤手関 沢 QIQIQ Q Q 球 グ /  ，グ Q 
向 Q IQIQ Q Q グ dグ グ p グ
回浅ー中中大 Q I +ト 扇 球 中小 グ Q p 
木飛曾紅賀 中一深 Q I +十 + p グ グ F ，グ
腕八 浅 Q I -/十十 +十~-/I十 中 l的毛多 グ 中
暗材紫褐t紅紫
// グ
飛腕紅 P 大 Q I -t十 g // dグ 淡紅 dア
主 引 深 小件+ 繊 細 局円 錐球 グ 白 表皮皮層附又近は表皮附近崎赤 / I Q I + ~怖 ー~-t十 r dグ グ Q 
和多 田 中中小一~+トー-+ グ Q p p dグ 表 附近
戸藤沢 長矢
グ グ dグ F F dグ グ F グ Q 
浅 中 * * 持 紫 長円錐 // 暗紫赤 紫 赤 皮層及び中心柱牛雪富野 Q dグ dク 十ト F Q dグ グ dグ グ
寺 内 F グ Q Q dア dグ dグ ，グ F Q 
肘 折 Q 中大 2 ~ー十十 ，グ 中大 紫赤 淡紫赤 皮層叉は表皮
南人 参山 Q I Q Q Q Q F Q ，グ Q 浅一中中 +~件 一月~ + ，グ 中 1紫;Jt紅赤 淡紫赤紅 皮皮層層部及び中心柱
諏木鳴 訪 紅 丸中大 円 錐 中小
浅一F中|中大大
-~ + 軟 質 Q 淡紫赤 F 2 
繍野 扱曾訳 菜業薬
F グ ，グ
淡紫白赤
グ
Q I Q グ p ，グ 2 
都沢内 浅中F 極大中大
分繋多し F グ グ グ
-~+ グ 2 グ グ // 
山内 十時 +ト 短円錐
中中小大小
帯緑白 ，グ
木室金 困 育沢0-1 
浅 2 + dグ ，グ Q 
// I Q dグ 一角ザ+ グ~扇球 グ Q 
浅中一一深中中中大小 * +~ -ttt 2 グ F 
逮東働 京町 小長沢野
+ト 長扇円球筒 帯緑日白
グ
+ 檎 蝋質 グ
t党グ +十 Q Q F dグ
Q I Q + ~-tト 一 角~+ 長円錐 中 グ Q 
幕高 坪湯 中一浅 F グ グ ，グ dグ グ中 p グ 一 ~+十 グ F グ F 
灯油原料と して出荷された.
カプは径 3-5寸， 厚さ 2-2.5寸の扇球形， 暗紫色で，糖分多 く貯蔵性に富む.
普通8月下旬播種され J 11-12月収穫される.採種は各農家毎に行 うが，他種との交維
を防ぐため注意が払われている(開田村役場中平氏によ る).
木曾紅カブ，信91¥11紅カブは種子の市販もされているが，本種に極めて類似している.
飛騨八賀カブ
岐阜県高山市旧大八賀村産の，径3寸許り屑球形，
暗紫色のカブで，甘味多く貯蔵性も高い.ネ:種は葉
も比較的軟かく， 共に漬物等にして食用に供される.
附近に焼畑もあるが，本種は普通畑に9月上旬頃播
種して栽培される (高山市役所田尻民による).
飛騨紅カブ
岐阜県高山市江名子において前記の入賞カブよ り
選出改良されたものとされ，飛騨一円で栽培される.
本種も径 3寸内外の扇球形カブで，諸形質や栽培法
等前記の八賀カブと大体同様であるが，本種は他の 第2図 飛騨八賀カプ
西欧系品種と異りPelargonin系の色素をもち根は紅色を呈する (高山市役所田尻氏).
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木引カブ
長崎県平戸町木引が原産地とされているが，恐ら
く大陸から古く渡来したものと思われる釦.
葉l立大根状で制く，幾分機質物を帯びる.棋は径
2寸1立の短角状で曲ることが多く ，甘・味に富み8)13)，
地上部は表皮及びその附近の細胞に色素をもち紫紅
色を呈するが，地下部には色素を安わさない.
長崎赤カブ
前記木引カプより生じた ものと され，カプが扇球
形である点を除けば他の形質は概ね相似ている18)
長崎市片淵町附近に作られ，早生カプとして早自に
収j穫され，色の鮮かな点で賞用されている6) ヌド種
の種子中にはA型種皮型のものが混入していたが，
熟期，拍苔期等の形質は日本カブに近い.
f占Ir，和多国カブ，佐賀県の戸矢カブは本種tこ極めて近
織のものと思われる6)
藤沢長カブ
鶴岡市湯田川宇藤沢にて主に焼畑に栽培されるもの
で，業その他の諸形質は前記の温海・カブに極めて類似
し，また棋も同様暗紫赤色であるが径2寸，長さ 6"，8
寸の長カプである.f占ij'， 藤沢には沼海カブ類似の丸カプ
も栽培され，これも藤沢カブと称されている .
牛努野カブ
山形県北村山郡尾花沢町牛芳野の産で，その来歴は明
かでないが，相当古くから栽培されていたことは次の諸
事実から も推定される.
先ずこの附近では毎年 2"，3町歩
の焼1:01を行 うが，焼畑に栽培する作
物は本種に限られ，叉このような焼
畑は古くから行われていて，元和9
年 (1623)には部落85戸で3町歩余，
延宝3年(1675)には3町7反9畝の
焼畑のあったことが時の御検見帳に
記されている.向，当時の切換畑が
総てカブではなかったにせよ，その
頃も相当カブ栽培が広く行われてい
たことが，現在造この慣習を伝えて
第3図木引カプ
第4図和多岡カプ
いるもの と思われる . 第5図藤沢長カプ
ヌド種は赤長カプで棋の形質は前記の藤沢長カブに類似しているが，薬は毛茸梢k少なく
より立性であ る.但し，本種は遺伝的には年M:駁なもので，次の肘折カブの如くi1~の淡色で
406 
青葉一一一本邦における西欧系カプ品種の分類
大形なものも混じている.又，質は梢k硬いが
甘味は強く，置漬用には適している.
又近くの福原村寺内の寺内カブ， 宮沢村市野
次附近の宮沢カブも，本種と大休同一の品種で
あり ，福島県南会津郡のコツチ菜も本種に類似
のものと思われる.f訂牛芳野tこは古墳もあり土
椋等が堀出され，部落も古い歴史をもっと考え
られている(尾花沢普及所佐藤氏，牛芽野星川
氏).
肘折カブ
山形県最上郡肘折の地名に由来したもので，
やはり焼畑に栽培される.品種というには余り
にも来i駁であるが，牛芳野カブより梢k大形の
赤長カブで，根径は 2-2.5寸，時には 3寸以上
長さは 6~8 寸で 170 匁前後，時には
800匁以上にもなるという .業は柏k
大形で時には赤紫色のものもあり，叉
時には緑色の葉で校も殆んど白色のも
のをも生ずる.
附近の大蔵村宇南山，柳淵，桂木にも
同様のカブを産し， 南山，柳淵，桂木
カブと呼ばれている.向，肘J月洞t泉は
大同 21竿(807)開かれたものとされ，
これらの部落も夫k古い歴史をもっと
云われている(肘折須藤氏).
人参カブ
第6図南山カプ
第 7図肘折カブ
lil 
岩手県二戸郡地方に古くから栽培されている品種で，主に漬物として使用される.本種
は長カプであるが Pelargonin系の色素を有し紅色を呈するためこの名があると思われる
(岩手農試村上三郎氏).
諏訪紅カブ
長野，新潟県下に栽培されるもので8)棋は短円錐
形紫赤色で開国カブに柏 k類似している .然し業に
は毛茸なく軟かで外観的には東洋系カプ，或はむし
ろ小松菜に近い.これらの点からー応カプ菜類の代
表的品種とした.
木曾菜
Cyanin系色素を皮膚中に有する点，種皮型がB型
である点で西欧系赤カブに類似しているが，地上部
は漬菜類の形質に近く ，カフe菜又は漬菜類に入れら
れることが多い3)6)• 
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野沢菜，稲扱菜3)， 鳴沢菜22)，郡内菜141等も本種同!?長西欧系カブと漬菜類との中間的形
質をもっている.
山内カブ
福井県下で栽培されるもので，棄はi品海カプに似て毛茸多く開張性で西欧系カブの特性
を示している.1:Rは短円錐形，白色であるが地上に露出した部分は椋色となる.耐寒性強
く耐雪性も大体強い6)8) 渋谷民は本種はシベリア方面より入ったものと推定している.
佐波賀カブ
京都府舞鶴市住波賀に古くから栽培ーされるもので，前種同様青首円錐形の大カブであ
る.本種も秋カプで2月中位が食用の適期である.
尚舞鶴港の対岸にある喜多村には西欧系赤丸カブに近縁の喜多村カブ(舞鶴カブ)があ
る.即ち葉は赤紫色で組毛を生じ耐寒性も強く，根は円錐形で上半部~~赤紫色，下部白色，
甘味強く煮食向きのもので，主に冬期間の食用に供される.然し本種の種皮はA型であっ
た為一応除外した(舞鶴市荒川種苗会社).
金沢カブ
金沢市附近の比較的狭い地域に栽培されているカプで青首短円錐形白カプである.柏々
質は硬いが甘味多く貯蔵性も高い(金沢市打木松本佐一郎民).
向木田青カブも毛茸少なく柏々小形ではあるが，その特性や分布の点から見てこれらの
品種に極めて近縁のものと考えられる.
遠山カブ
山形県米沢市遠山の産で，古くから山形県の名産物の 1っとして県内には知られ191，
時は20町歩余も栽培されたが現在は 2町内外に過ぎない.ヱド種は慶長5年 (1600)上杉民が
越後より米沢に転封された時導
入したものと言怯えられている.
本種の種皮型はB型のもののみ
でなくむしろA型種子をより多
く混入しているが，他の形質は
北陸地方に現存する山内カブ等
に類似し，この云伝えは或程度
信頼出来るものと思われる.
カブは 50~100 匁，短円錐形
若しくは扇球形で地上部は禄色
を帯びる.本種は甘ゐl床も強くす
入りもし難く貯蔵も容易である
が質の硬いため現在生産は沖Vi減の傾向にある.
第9図遠山カブ
播種は 8月末頃で広巾の床に撒播し， 10月上旬--12月頃に収穫される.肥料としては堆
肥，下肥を若干施すに過ぎない.f有本種は焼畑では栽培されていないが，米沢市板谷峠附
近では近年造カノカブ(焼畑カブ)が作られていた(米沢市役所高橋氏).
東京長カブ6)8)13)18) 
古くより東京附近に栽培されるもので，根は径1.5寸内外，長さ 7-9寸，円筒形，時
に徳利形となり地上部は淡緑色となる.質は硬いが栽培も容易で耐寒性も強く，現在も束
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北各地で‘少量づ、つ栽培されている.
曲沢カブ
秩田県由利郡下において焼畑及び普通畑に栽培されるも
ので，普通は単にカフ寺又はカノカブと呼ばれている.カプ
は円筒形叉は徳利形で時に扇球形のものも見られる.
播種は 7月下旬で，山を焼いた後少量の硫安を施し，時
には浅く刺して播種し， 校で地面をたたいて覆土する.山
は共有地となっていて数年に 1囲焼くように計画されてい
る.向栽培は矢島町，由利，東西滝沢，鮎川， 直根の各村
で見られるが21)これらの部落は皆，源氏の落人の住んだ所
とも，或はアイヌの居住地とも称され，古い歴史をもっ部
落と考えられる(矢島普及所佐藤氏 由利村農協による).
遠野カブ
岩手県遠野市上郷町暮坪の産で遠野カブ或は暮坪カブと
称され， I日上閉伊郡下全般に古くから僅かずつ栽培されて
いる.
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本種の根は東京長カプより柏尻細で小さく，質は更に硬 第10図曲沢カプ(佐藤氏)
く時に幾分苦味をも生ずるが，置潰
としては軟佑しないため喜ばれる.
葉は東京長カプ同様淡緑色で立性で
あるが前種程機質ーではない.
本種は産地の風土にも適し， 40年
前頃造は焼畑方式もあったが，現在
は半高畦に夏期播種し， 11月中頃収
穫し，主に漬物として利用されてい
る.然し最近は栽培・も漸減し大野紅
カブ，小岩井カブ等 に代りつつあ
る(遠野市農協による).
向釜石市橋野町栗橋附近にて焼矧l
第11図 遠野カプ
にも作られているサツマカブ (架橋農協小笠原氏)や
暮塚カブ8)も本種と極く近縁のものと考えられる.
叉渋谷氏は暮塚カブとして白色馬円形のカブについて
記載しているがめ他の品種の場合も往k見られるよう
に，本種にも或は球形の系統が混在していたものであ
ろフ .
第12図高湯カプ
高湯カプ
山形県南村山郡蔵王村高湯附近で古くから栽培さ
れ，同地温泉の名産物として知られて来た.本穏も以
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前は焼畑に栽培されたが，現在は普通畑に僅かずつ作られている.この蔵王温泉の歴史も
古いものと言い伝えられている(山形農試相沢氏).
本種は前記遠野カプと極めて類似のもので，恐らく近縁のものと思われる.
n.本邦の西欧系カブ品種の共通的特性
以上の西欧系カブ品種は形態的特性のほか次の点で東洋系カブと異ることが見られる.
1) これらの品種の分布を見ると，僅かの品種が九州の一部に作られる以外は総て中部
地方以北の東日本に栽培されている.そして九州の品種はそれが長崎附近に多い点から，
長崎港より導入され附近に土着したものと推定される.そして他の西欧系カブは最も原形
に近いと思われるものが東北裏白木及び北陸地方に分布する点から，これらはシベリア又
は韓国方面より裏日本に先ず入ったことも推定出来る.
これらの導入に関する適確な資料はないが，西欧系カプが東日本に分布するのみでなく，
来日本土着の在来カプは総て西欧系カプ若しくはその影響をうけたものであった.(日本カ
ブ群に属する新潟県の寄居カブは近江カブの系統と考えられている.新潟県園芸要鑑1910)
元来東日本と西日本とは，人類学的にも言語学的にも叉文化的にも古くから相違と対立
が見られ，その境界が中部，近畿両地方の境界線とほぼ一致している事が最近示されて来
たが，カブ在来品種についても東洋系カブと西欧系カプとが大体同じ線を境界として分れ
て分布していることは興味深い.
併し反面，京都府下北部一帯には商欧系に近い前記の喜多村カブが現存し，叉古くは関
西や中園地方にも西欧系カプに類似の紫長カブ(成形図説)赤大根5)， 太田カプ13)も見ら
れる点から考えると，或は古くは西日本にも西欧系カプが栽嬉されていたが，西日本はそ
の後導入された東洋系カプに転換したのに対し，文化の交流の遅い，叉気候的tこも西欧系
カブが比較的適している東日本には東洋系カブの進入が遅れたものとも思われる.
そして，これら東日本の西欧系カブ品種の多くは山間地帯その他の特定者1落で孤立的に
栽培されているのが多く，近年はこれらの地帯にも東洋系カブが漸次進入し，在来の欧州、!
系品種は明らかに減少しつつあり，恐らく近い将来には絶滅するものもあると考え られる.
何れにせよ，東日本には所謂日本群に属さぬカブ品種が広く分布していたことは本邦のカ
ブ品種分類上更に考慮の要があろう.
2) これらのカプは一般に貯蔵性に富み，冬期の重要な自給読菜或は代用食とされてい
る.これは一般に質が硬く ，甘味強く 21)，耐寒性，耐雪性が大であるとされている15)理由
によると思われるが，筆者の調査結果に於いても寄居カブに比ベ一般に合水率低く，糖含
量多く ，硬度が大であった(第 3表).倫肉質の硬いことは長期用漬物，所謂る置演に過す
る重要条件で，同様の点は東日本の地大棋でも認め られる.併しこの点は最近の市場の晴
好とはむしろ相反し，従ってこの点で例外的な質の軟い小カブ類を除けば，これら西欧系
土着品種には商品化されるものは殆んどなく栽培面積も漸減しているものが多い.
第3表本多1¥の西欧系カプの糖含量と硬度
i 生 体(%) 1 硬 度(果実硬度計 3mm宣玉函-7)( 率| |
1全糖 |還元糖|上部|中部|下部
91.50%1 3.30% 1 3.21% I ー 2.4一
92.21 I 3.16 2.86 ー 3.1
89.92 1 3.80 3.28 3.6 3.7 3.2 
92.65 1 3.14 2.72 2.6 2.7 2.7 
92.40 1 ー|ー 4.1 4.0 1 . 3.0 
93.31 I 2.79 2.67 1.7 ー
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3)一般に栽培歴は相当古く ，又焼畑栽培される例が多く見られる.
即ち第1表tこ示す如く，山形県下各地及び秋田県由利郡下では現在も焼畑栽培が一般に
行われ，叉岩手県下閉伊郡一帯及び遠野市附近，秋田県北秋田郡大阿仁村(須藤氏)20) 同
平鹿郡山内村附近(山初氏)福島県河沼郡桧枝岐村附近(同村農協)岩手県胆沢郡清柳川
村にも最近造焼畑栽培が行われていた.
叉これらの焼畑方法を見ると各地共極めて類似していて，先ず7月中旬-8月上旬予定
地を刈草して乾燥させておき，その後降雨の前を狙って火入れをし，未だ余吉野iのある聞に
種子を撒播し樹校でたたいて覆土し，その後の手入れとしては間引と，場合によっては 1
--2回の追肥を行う程度に過ぎない1)21)
勿論この様な焼畑農法は原始的な豊、法で，本邦に於いても現在は殆んど見られない.叉
稀に見られるものも多くは造林を目的とするもので，農作物収穫を目的とするものは日本
海沿岸地帯に見られるにすぎない7) 又焼畑に作られる作物としてはソパ，大豆等穀隷類
が多くて議菜の例は少なく 7)カブ栽培の事例は東北及び中部山間地帯以外では新潟，融資
京都，兵庫県下に僅かに見られるに過ぎない7)20) そして西欧系カブがこの様な原始的農
法で現在各地に栽培されていることは，これらのカブ品種の歴史の古い事を示している.
この点，各産地の古老も失k栽培歴の古いことを物語っているが，海海・カブについては
1780年代の槌海村大庄屋御用尚帳にアツミ蕪の名称、が見られ，カプ品種の記録としては和
漢三才図会(1712)のスワリカプに次いで古いものとなっている1)
m.本邦における西欧系カブ品種の分類
品種分類に当つては次の諸点を考慮した1)
1.種皮型 渋谷氏による種子の表皮型のB型の品種を本稿では 一応西欧系品種とし
た.術調査は種子5--10粒について行い，特にA，B型の混在するものは20-30粒につい
て調査した.
これら西欧系品種中には種皮型は B型ではあるが草姿，葉の毛茸等は明らかに日本群に
近いいわば中間型或はむしろ種皮型以外の点からは全然東洋系品種と考えられるものも含
まれた.併し種皮型は実際栽培-上問題とならぬ形質であり，然もB型はA型lこ対して劣性
の形質で，反面薬の毛茸の多いものは毛茸の少いものに対して優性である点から考える
と2)12)， 元々B型種皮で他の形質は日本系に近い品種が存在していたか或は偶発し，然も
A型種皮品種の極めて稀薄な条件下で栽培が続けられたものと推定される .
叉本稿の西欧系品種のうち，長崎赤群及び山内カブ群にA，B両型種子の混在するもの
があり，特に遠山カプは他の形質は山内カプ等の青首自丸カブに類似していながらむしろ
A型種子が多かったが，これは近年各地に日本系カブの栽培や採種が拡まって来た為交雑
を生じた結果と考えられ，従って今後益.kA型種子の多くなることが予想される.
これに反し，青森県弘前市附近の豊蒔カプは，日本カプ系とされている大野紅カブに極
めて近似の品種と考えられているが，これらの中には葉に毛茸の多いもの，種皮型がB型
のものが混入していた.これは山内カブ同様福井県の産である大野紅カブが「毎に焼畑に
栽培せられる}3)品種でもともと欧州系か若しくはその影響をうけた品種であるのか，或
は東北地方在来の西欧系カフ9の形質が或程度混入したためと考え られた.もし後の理由と
すればこの地方にもB型種子の品種が広く分布していたものと思われる.
2.葉形及び葉の毛茸 西欧系品種は東洋系カプに比し葉の毛茸が多い6)8) 但し幼葉で
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は密であっても成葉にては少ないものもあり，叉飛騨紅，飛~~p八賀カブや遠山カプの如く
棄の中肋に著しいもの，温海カプ等の如く葉面の突起に多いもの等がある.又葉形は長崎
赤群が大根葉であるほかはゴ~}レデンボ~}レ， ν ツドトップ等の如く棄の欠刻の深い品種
は見られなかった.
3.根形 収穫物の重要な特徴であり従来も園芸的分類の基礎にされて来た. Sinskaja 
女史は根形を12に分けているが，本稿では長根種と短根種(丸形)に2大別するに止めた.
柑カブナはカブの一品種というよりは，むしろ園芸的にはカブと別の種類とすべきかとも
思われるが，ヱド稿ではカブに含めた.そしてこれらの根は柏k肥大はするが一応長根類に
分類した.
4.根の色根色には白，赤，黄の系統及び葉緑素による青首の品種がある23) 黄色種
は本邦の品種には見られなかった.又赤紫色系統は花育素によるものであるが，この中iこ
は Cyanin系色素により紫褐色系の色を呈する場合と， Pelargonin系色素により紅色を呈
するものがあり 11)，本邦の西欧系カブは飛騨紅カブ，人参カブ以外は総て Cyanin系に属
する.叉これらの色素は喪皮組織附近の粧胞のみ有する場合と皮層会組織にもつものがあ
り，後者は更に中心柱の維管東附近に含色素細胞を点在し所謂量状となる場合が多い.そ
して表皮のみ色素をもつものは池上に露出する部分のみ呈色し，皮層に色素をもつものは
多くは地下部造も着色する.
5.抽苔の早晩その他西欧系カブの抽苔は一般に遅く，東洋系カブは早いとされてい
る8).併し低温感応性の強弱と拍苔期の早晩は必ずしも一致しない例も見られる.
6.栽場地域及び栽培法 一般に土着品種の他地域への伝播力は比較的弱く，夫k の栽
培地域は品種の類融関係をも或程度示している.本稿の西欧系カブにおいても白長カブが
東北支日本より関東地方に，赤丸カブが山形，新潟附近の日本海沿岸地帯に， 1号:首の白丸
カブは北陸地方に，カブ菜は中部地方に見られ，カブの形質と分布とは概ね一致している.
但し更に細く見れば，山形県温海附近の赤丸カブ一一藤沢附近の球形一一長形赤カプ，最
上，北村山郡の淡赤長カプ一一南村山郡及び岩手，秋田の白長カブと漸進的変化が概ね背
時の交通路にそって認められる.
次に栽培慣習は品種そのものに直接附随するとは限らないが，地方品種では品種分布と
栽培法は相伴っている場合が多い.本稿の西欧系カブの場合は他作物特に読葉には殆んど
例の見られぬ焼畑栽培という特殊な栽培法が東北及び中部地方山間地帯に広く見られ，焼
畑とカブとは特殊の結びつきのあることが知られる.但し白丸カブについては現在造の調
杢では焼畑の例を見ない.
以上の諸点から本邦の西欧系カブを第4衰の如く分類した.
1 )赤丸カブ類 先ず温海カブは葉が開張し毛茸多く，西欧系カブの特性を明瞭に表
わしている点から東洋系の影響を殆んど受けず現在に至ったものと思われ，これら品種が
現在も山聞の孤立部落で焼畑に栽培されていることもこの点と一致する.
次に開田カブ群は温海カブ群にカブナ類の性質の入ったものと思われ，飛騨八賀カブ及
び飛騨紅カプは夫k北陸地方の白カブ及び紅カプの性質を併せもつものと考えられる.
次に長崎赤群は栽培地帯が前記諸品種と全然異るうえ，実は繊細で欠刻深く棋は表皮附
近にのみ色素を有するものが多く，叉早熟で低温感受性高く，従って前記の諸品種とは系
統や導入経路を全然異にするものと思われる.fむこれらの中にはA型種皮の種子を混入す
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第4表 本邦における西欧系カブの分類及び分布
類 |品種群 !代表品種| 類 似 品 種
温 海 1恩 海(山形〉 藤沢，手向(山形〉
開 田 (飛開騨八賀田((岐長阜野)〉 末)11，信州、l紅，木曾紅(長野〉
赤丸カプ
飛騨紅 飛騎紅(岐阜〉
長崎赤*(木長崎赤守l(長崎〕〉 和多凹(長野)，戸矢(佐賀〕
藤沢長 藤沢長〈山形〕
赤長カプ
牛努野 (牛肘藁折野((山叫!形?移〉) 寺南内山 宮柳沢淵山桂形木〉(山形〉
人 4事宅， 人 参(岩手〉
カ プ菜 訴訪紅(長野〉 木曾菜，鳴沢菜，稲扱莱，野沢菜，郡内菜(長野)
白丸カプ
山 内い! 畑井)木聞福井)，金沢伺)11)，佐糊(京都)，遠山(岬)
j、ヵ ア吐iu博金町多小小((福東京岡〕〕 時無，覆下金町 E手生，中生早号IC東京〉
I = .• I東京長(東京)I滝野川(東京)，長〈岩手〉曲沢，矢島(秋田)自長カプ|長カプ! |遠 野(岩手)I募坪，さつま，募i家，高塚(岩手)，高湯(山形〕
*熊沢，阿部氏による.
るものが見られたが，今後更にA型化する事も予想される.
2)赤長カブ類 この類は東北地方各地に見られるもので，先ず藤沢長カブは根形以
外の点では温海カブと殆んど差異がない.これは温海カブと畏カプとの交事jF，によるものか
或は突然変異により生じたものか不明であるが，他の何れの読菜においても一般に東日本
の品種は関西の品種より長根であって，この点から見ると赤長カプは或程度東北北した品
種と思われる.
叉次の 2群は遺伝的には共に雑駁で厳密には両者を区別し難いが，牛芳野カブは根が比
較的小さ く色素の濃厚なものであり，肘折カブはより大形であるが淡色のもので，共に葉
は毛茸少なく梢k光沢がありこの点は白長カブに近い.これらの形質や栽培地帯から見て，
これらは王子、らく白長カブと赤丸カブの交聖liにより生じたものと考えられる.
次に人参カブは Pelargonin系色素をもつもので，これは青森県下にも広く栽培されて
いる大野紅カブと白長カプとの中間的の形質を備えている.
叉カブ菜類は前述の理由からこの類に含ませたが，これらの根は皮層部に Cyanin系の
色素をもち，大形の軟質の葉をもっ点から見てこれらは混海-カブ群と漬菜類との中間的の
ものと考え られる.又分布は長野県を中心とした中部地方に多く3)8) 22)，ー部は静岡県方
面にまで及んでいる附.
3)白丸カブ類 小カブは古くから名称も知られ6)品種分化も進み，栽培面積も広く ，
最も進んだ品種の 1っと考えられる.最近は全国各地に栽培を見るが，元来は東京附近を
中心とした品種で，九州北部に見られる同様の系統は或は導入経路を異にするものとも思
われる.本種はB型種子で抽苔期はやや遅いが葉に毛茸は殆んどなく，渋谷民は中間型品
種としている6)
次に山内カブは前者より大形で育首であり実に毛茸が多い点で区別され，舞鶴の佐波賀
カブも近縁のものと考えられる6) 備金沢カブは渋谷氏により A型種子とされ，熊沢民等
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もこれを近江カブ群の 1品種としたが，筆者の調査では大部分B型種子であり，育首で栽
培地帯も同地帯である為，稿k業tこ毛茸は少なくA型種子を混入はしていたが山内群カブ
とした.叉福井の木回青カブも金沢カプに類似のものでありこ こに含めた.
向遠山カブは大部分A型種子ではあったが， B型種子を混入し，旦其他の形質が山内カ
プ群と類似している.これは上杉侯転封時越後より米沢に入れたものと云い伝えられてい
るが， 若し これを認めるなら1600年頃越後方面にも山内カプ群のカブが相当程度栽培され
ていたものと考えられる.
4)白長カブ類 東京長カブは東京附近で古く栽培されたもので現在では関東，東北
に僅かずつ作られているに過ぎない8)18) これは次の遠野カブと比べ棋は円筒形或は徳利
形で葉は柏々光沢がある.
次の遠野カブは岩手を中心として見られ，焼畑栽培されるものもありやはり古くから栽
培された品種と考え られる.
IV.摘要
1. カブは本邦における栽培際も古く各地に多くの地方品種が見られる.併しこれらの
うち西日本の品種は広く知られているが，東日本の地方品種は知られた とこ ろが少ない.
依てこれら東日本の在来カブについて形態的特性，来歴，栽培慣習及び分布等を調査した.
2. これらは総てその種皮型がB型叉は A，B 混合型で西欧系品種或は西欧系の影響を
うけたものであれ 従って種皮型からは所謂日本群には属さぬものであった.
3.本邦における西欧系品種のう ち，最も原形に近い赤丸カブは東北裏日本と中部地方
に， 赤長カプは東北地方，自長カプは東北茨日本及び関東地方に見られる.そして東北及
び中部地方山間部落ではこれらのカプが近年造，又一音1¥は現在も焼畑法によ り栽培される.
街白丸カプは北陸及び関東地方に分布する.
4.以上の諸点からこれら本邦の西欧系品種を第4表の如く 11の品積群に分類した.
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Summary 
1) The turnip in Japan has many local-varieties as the cultivated history is old， 
and yet the local varieties in eastern Japan are almost unnoticed. 
So the auther collected about 30 of such local-varieties and investigated their 
morphological character， the custom of their cultivation， and their distribution in 
eastern Japan (Table 1， 2). 
2) As the results of the anatomical observation of seeds， itis certain that， 
these varieties in eastern Japan belong to the El1ropean-type. 
3) Colored orbiculate turnips， which are consider巴das the basic type， had been 
cultivated in the Japan-Sea side of Tδhoku and Tyubu regions， colored long 
varieties in Tohoku， and white ，long var允tiesin the Pacific side of Tohoku and 
Kantδregio!1s. 
Generally， these three grOl1ps had b巴encultivated from ancient times in the 
mountain-villages in Tohoku region and is stil1 contimied in some places by Yakihata 
method (lit.“burnt-field"， th巴 olduncultivated method of agriculture). 
The fourth， white orbiculate varieties are distributed in Hokuriku and Kantδ 
reglOns. 
4) The European-type var允tiesin J apan are classified as follows from the 
above mentioned standpoints ・・
Class Group 
Atumi 
Kaida 
Colored 
、orbiculate
Hida-beni 
Nagasaki-aka 
Principal 
variety 
i At句u叩r叩I
Locality 
l「Ka討ida I Nagano 
Hida-h叫 a I G臼ih
| Hida-b凶凶e町m削n1吋 IGih凶u 
I Kobiki I Nagaoaki 
Similar varieties 
iHuzisawa， To伊
I Shinsyu-b叫恥-beni
|Nagasaki-aka I Nagasaki I Watada， Toya. 
Huzisaw…田 IHuziョawa-nagaI Yamagata 
Colored 
Jong 
Gobono 
rindn 
Kabuna 
| G ob h o l Y 吋 a I阿T百h加山e釘mωra叩凱l山 m 
H叩1日i匂Zど均:0矧ori町ω吋 IYamag伊atMa | Mih口m叩am凶n吐i勿yama司， Ya拍n叫l
| I Katuragi . 
l Nir 
! Su問叶W 1 、Junnama.
Yamanouti I Y ∞ti 同Hu此kuω叫ua制n1泊lan叩α叩m I 1am口a沼nout1 Ikawa， Yam日旦!iroyama- 一-
Whit巴
rbiculate I a"c Kokabu 
White Jong I Naga-kabu 
Kanamatj- I 'T'~1"，" I Tokinasi， 6iろita-kanamati，
l(Q凶ぺ1I Tokyδ I N~i~山一hayahiki.
Hakata-kokabl1 I Hukuoka 
ITokyδ，Iwate， I Takinogawa， Nagakabu， 
日 kye-naga Akita lMapri-- 一一一一
Tono !Iwate， Yamag叫記212，秘:;74
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